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令和７年（2025年）の必要病床数と入院患者実績調査結果の比較①

１

１ 香川県全体

※１ 入院患者実績調査の数値は、各医療機関から報告があった病床数を、地域医療構想で想定する稼働率（高度急性期75%、急性期90%、
回復期90%、慢性期92%）で割り戻した病床数である。

２ 東部構想区域
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令和７年（2025年）の必要病床数と入院患者実績調査結果の比較②

２

３ 小豆構想区域

※１ 入院患者実績調査の数値は、各医療機関から報告があった病床数を、地域医療構想で想定する稼働率（高度急性期75%、急性期90%、
回復期90%、慢性期92%）で割り戻した病床数である。

※２ 小豆構想区域の必要病床数においては、高度急性期の10未満の数値を0としている。

４ 西部構想区域
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○ 病床機能報告による機能別病床数については、以下の報告制度上の特性から、必要病床数との単純な比較には、
課題があるところ。
▶ 各医療機関が主観的に判断した機能を病棟単位で報告するため、医療機関ごとに病床機能の評価にばらつきが
生じる。
▶ ７月１日時点の機能を報告するため、日々の患者の状況に応じて病床ごとの機能が変わっていく現実を反映しに
くい。

○ より実態に近い機能別病床数を把握し、地域医療構想調整会議での協議をより実りあるものとするため、香川県で
は、令和元年度より「入院患者実績調査」を実施。

各医療機関において、調査年の７月１日～７日の期間内に稼働した病床の機能。

調査対象

調査対象となる病床で投入した医療資源投入量に応じて医療機能を評価。
［病床機能］
高度急性期 医療資源投入量 ３，０００点以上
急性期 医療資源投入量 ６００点以上３，０００点未満
回復期 医療資源投入量 １７５点以上６００点未満

※回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料、地域包括ケア病棟入院料を算定する入院患者
慢性期 医療資源投入量 １７５点未満

［医療資源投入量］
医療資源投入量＝患者１日当たり診療報酬－入院基本料相当分－ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料

病床機能の考え方

（参考）入院患者実績調査の概要について①

３



病床単位の医療機能別入院患者実績調査の考え方

ある病院の患者構成イメージ 入院患者
実績調査 病床機能報告

Ａ病棟 高度急性期 30
急性期 10 高度急性期 40

Ｂ病棟
急性期 25
回復期 10
慢性期 ５

急性期 40

Ｃ病棟 回復期 30
慢性期 10 回復期 40

全 体
高度急性期 30
急性期 35
回復期 40
慢性期 15

高度急性期 40
急性期 40
回復期 40

高度急性期
30 急性期 35 回復期 40 慢性期

15

高度急性期 30 急性期 10

回復期 30 慢性期 10

急性期 25 回復期 10 慢性期
５

病床機能報告（病棟単位）
基本的には、各病棟で最も多くの割合を占める機能を、当該病棟の機能として報告
入院患者実績調査（病床単位）
各病棟内の機能別病床数の内訳を、地域医療構想における必要病床数の算定方法と同様に、医療資源投入量等による判断基準
により、患者数（病床単位）で把握

（参考）入院患者実績調査の概要について②

４


